
タラ場水温観測結果　（２０２６年１月１９日　最上丸　観測）
※平年＝2016～2025年の1月上・中旬たら場観測結果の平均

ロラン 水深
３局 ヒロ ２００ｍ ２５０ｍ ３００ｍ

鼠ヶ関沖 ３８°４２．６′ １３９°１７．１′ ３０６４ ２５４ ７．５（＋０．８） ３．３（＋０．４） ２．０（＋０．５）
堅苔沢沖 ３８°４８．０′ １３９°２４．８′ ２９７８ ２０６ ６．３（－０．８） ２．８（－０．５） ２．０（＋０．６）
加茂沖 ３８°５４．７′ １３９°２８．０′ ２８９３ ２９０ ５．４（－０．９） ２．４（－０．７） １．６（－０．２）
浜中沖 ３９°００．３′ １３９°３１．１′ ２８１８ ２６３ ４．４（－２．３） ２．２（－０．８） １．４（－０．２）
酒田沖 ３９°０３．７′ １３９°３４．４′ ２７６９ ２１４ ６．５（－０．７） １．８（－１．３） １．２（－０．４）
吹浦沖 ― ― ― ― ― ― ―

６．０ ２．５ １．６
＋０．１ ＋０．２ ＋０．１
－１．２ －０．７ ±０．０
やや低い 平年並み 平年並み

評価の表現：”平年並み”は約２年に１回、”やや”は約４年に１回、”かなり”は約１０年に１回、”はなはだ”は約２０年以上に１回の
出現確率を表しています。

前年(2025年)との差
平年(2016～2025年)との差

評価

　２０２６年１月１９日の山形県たら場の水温の状況は以下のとおりです。
　　２００ｍ層は「やや低い」、２５０ｍ層、３００ｍ層は「平年並み」でした。
　　０ｍ層～１５０ｍ層の比較的表層の水温は「平年並み」から「やや高い」となっています。
　なお、吹浦沖は荒天のため観測を断念しました。堅苔沢沖定点では水深２９９mまでの観測となりました（水深３００ｍ水温としています）。
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